










を尋ねてみると、好きだと答える生徒は多い。本を読むことが好きだという生徒もいれば、文章を書くのが好きだという生徒もいる。漢字が得意だ 答える生徒もい 。国語は読む、書く、話す聞く、漢字など（言語事項）と日常の言 活動のすべてが学習の領域となる。国語は苦手な人で 、 いたり読んり、おしゃべりをしたりは当たり前に行っている。
　国語を教えているなかで気づいたことだが、意外なことに書
くことが苦手だという生徒は比較的少ない。これは冒頭にも述べたように、日常的に行っている活動の一つ とらえ からであろう。その証拠に 何か条件をつけたり、テーマを自分
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る。まず過年度の弁論大会の様子をビデオで見せてイメージをもたせた。テーマをいくつか紹介し、日頃言いたいと思っていることについて、自分の考えを明らかにしていけばよ ことを伝えた。この時点で なりにしっかりと た主張をもっ
いる生徒はほんの少数である。多くの生徒は、環境問題に関するテーマを選ぶ。また、部活動をしたほうがいいかしないほうがいいかなど自分の身近な生活からテーマを決める生徒もいる。言葉の暴力やいじめなど、学校生活の中で 問題をテーマにす 生徒もいた。テーマが決 ると具体的に材料集めをする。そのときに用いたのがＫＪ法である。付箋 使い、テーマに沿って思いついたことを次々と書いていく、一人あたり４枚ずつ付箋を与えたが、必要な生徒に ど ん新しい付箋を与えた。付箋で材料集めをして く段階で、主張は変わらないがテーマが変わっていった生徒も 付箋に き出した内容をどのような順番で原稿 書 て くかを付箋を実際に貼り替えながら考えていった。目に見 作業になる で、頭の中だけで推敲するよりもこちらも指導しやすく、生徒が自主的に考えることができ 効果的な方法だ た。
　書く順番が決まったら、Ｂ４一枚のワークシートを渡し、箇




おり、身近な生活の中から弁論文の題材を早くから探し始めている。また、部活動や中学校生活のことを書くにしても、一年生の時に比べて 内容は深まり、自分 主張も重みを増 てくる。
 付箋を使っての材料集めは一年次よりくり返しているた































必要なことである。これは国語 授業だけではなかなか作り出せない場合も多い。こ 課題に しては、次年度、学年全体でソーシャルスキルトレーニングを積極的 取り入れ、人間関係つくりに努めた。人間関係を築くのが苦手な生徒や相手の立場になって考えることができにくい生徒もいる。こ ような中で、よりよい集団生活をつくって くことができれば、相手意識をもった国語の授業展開はしやす なり、協同学習（互による学習）が可能と る。
　今回の実践を振り返って思うことは、具体的な手立てと目標
があれば、生徒たちが相互に学び合えるということである。教師が一生懸命教えているつもりで、実は生徒から教えられることが多い。私自身、はじめは弁論文指導は面倒でいやだった何を指導すればいいのかもわからず、ただ「書け」 けの指導だったと反省している。それ 、何を目標にすればよい
かを自分の中で明確にし、生徒に提示することによって、生徒も意欲的に書き始めるようになった。コミュニケーション能力の低下が危惧されている時代の中で、相手に伝える力を身につけるための授業づくりが重要であると考えている。【参考資料】
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